
「　春はそこまで ”早春の花”　」
　　 ハルコガネバナ・アキサンゴ

１）　山茱萸＜サンシュユ＞   （別名：春 黄 金 花、 秋珊瑚 ）

○　早春を代表する花木のひとつ。 ＜花＞ は2月上旬～4月上旬

○　梅の香りに誘われる時期、葉の出る前に、黄色の小さな花を沢山つける。

2）　満作 ＜マンサク＞ ＜花＞は1月下旬～3月下旬

○　早春、山では一番早く花を咲かせて、春の訪れを告げる木。

”満作”のなかま →

支那満作  　常盤満作 紅花常磐満作

3）　蝋梅　＜ロウバイ＞　　　　　＜花＞12月～2月　下向き 又は 横向きに咲く

○  名前の由来
①　ロウ細工のよな花が咲くから
②　蠟月（旧暦12月）に花が咲くから

○　別種：ソシンロウバイ  
～ 花被片も黄色で美しい園芸品種

　　　　　 ：トウロウバイ  　ソシンロウバイの実
　

4）　三叉・三椏　＜ミツマタ＞ ＜花＞　3月～4月

○　枝が3本に分かれているので、この名がある。

○　古くから”和紙”の原料として栽培され、
 庭木にもよく植えられている。

「　その他＜和紙＞の原料　」
☆ 楮（コウゾ）
☆ 雁皮（ガンピ）

”　和紙の出来るまで　”

☆ 楮の刈り取りから、沢山の行程を経て作られます（全部で14行程）
（楮）きざみ,（楮）ふかし,（楮）はぎ、 黒皮干し、（楮）ひき,（楮）さらし,（楮）ゆすぎ
（楮）ねり、　生洗い、　紙打ち、 紙漉き、　押しかけ、　紙つけ

注）漉く時に楮と混ぜるのりを”ねり（＝のり）”と呼ぶ。 ”ねり”に使う植物：トロロアオイ、ノリウツギ、アオギリの根など

ア…”ねり＝のり”の役目～水中で繊維の分散を助けるために使います。思われていますが、これは間違いです。

イ…紙を漉くときに、繊維と繊維を接着するために使われていると

ウ…この”のり”を混ぜることで漉いた紙同士がくっつかなくなる。

5）　2月から咲きだす花
＜草本＞　フクジュソウ, オオイヌノフグリ, ナノハナ, ヒメオドリコソウ, ホトケノザ, ハナニラ
　　　　 カラスノエンドウ,  ナズナ
＜樹木＞　ウメ（白・紅）,　ヤブツバキ,　カワズザクラ,　ミモザ 

＜ MEMO ＞
※　四季の森公園内に咲いている花

アケボノアセビ、ウグイスカグラ、コブシ、ジンチョウゲ、セツブンソウ、タネツケバナ
ネコヤナギ、ハコベ、ヒイラギナンテン、フキノトウ、フクジュソウ

四季の森公園2月＜自然観察会＞　　　　里山研究会（伊藤）平成22年2月14日＜日曜日＞

※四季の森公園の＜マンサク＞


